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ルネ・シャール ReneChar (1907-1988)は， 1962年 1月に詩集『群島を
なす言葉』 LaParole en arclzipelを出版する四タイトルの中の「言葉」は，
擬人化という表現は適当ではないかもしれないが，自立した存在として提示
されている。もちろん人々が日常の社会生活の中で用いる道具として，言葉
を捉えてはいない。この，「言葉」が群島を形成しているという思想は，詩
梨タイトルにあらわれるよりも前に，画家ホアン・ミロ JoanMiroとの共
作による詩画集として 1959年に発表された詩的アフォリズム「私たちは持っ
ている」の中で表明されている匹
群島をなす，私たちの言葉は，苦痛と災厄を経てのち．死の荒れ地か
ら持ち帰ってくるイチゴの果実をあなたに贈る，そして，それらの果実
を探し求めて熱くなったその指も(3)。
詩集タイトルでは「言葉」に定冠詞が付されることになるが．ここでは．
「私たちの言葉Jと所有形容詞が用いられている。「私たち」が誰を指してい
るかは不明である。私たち一般の人間までもが含まれるのか。つまりは．表
現された言葉という言葉すぺてが．生死の境を越え，時代を越え，「果実J
をもたらしてくれるのだろうか。しかし，この考えには無理がある。私たち
の日常にあふれかえる言葉，吐き出され，消行されていく言葉にそんな力が
あるとは思われない。「私たち」とは詩人．苦しみの中で，詩を求め，詩と
ともに生きそして語ろうとする者たちであり．そしてその言葉＝詩に触れよ
うとする読者．ひとりひとりの―あなた；へ．手にした「果実ーを渡すため
に．彼らの]言葉~'まいつでもやって来る0~あなた」と呼びかけられる読
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者は，詩の世界に参入することで「私たち」の仲間となる。私たちは，そん
な「言葉」を今も「持っている」。
「私たちの言葉」，詩の言葉は，擬人化され，身体を持った存在として描か
れる。それは書いた者からも独立した存在である。また，個々の言葉は孤立
しているのではなく，群島を形成している。散らばる島々は，視点を変える
ことで，新たな結合を生み．一新された景色を見せる。
シャールの作品が断片的であることは，すでにこの引用文でも垣間見るこ
とができるだろう。偉大なる先達，ボードレールは， 自作「パリの憂鬱（小
散文詩）』についてこう語っている。「これをまた数多くの断片に切りきざん
で見たまえ，貴兄［アルセーヌ・ウーセ］はそのおのおのが別々に生存し得
るものであることに気が付くでしょう」 (4)。フランス近現代詩における断片
性の問題は，すでにボードレールによって自覚されていた。
シャールは，生前からアンソロジーを多く出版している。『ルネ・シャー
ル全集』（以下．『全集』と略記）の中には，シャール自ら編纂したアンソロ
ジ一詩集の目次が記載されているが，それを参照する限り全部で七冊ある呪
それが暗示しているのは，出版された詩集と，そこに収められた詩作品は，
不変または不動のものとして定められてはいないことである。それらは可動
的なものであり． もちろん好き勝手にいじくり回していいものとは言えない
だろうが．流動的なものとして存在する。断片的な言葉は，あるテクストの
中に固定され，閉じ込められてしまうことはない。新たなテクストの中にそ
の身を置くことで，再び息づく。
七冊のアンソロジーに， さらにもう一冊付け加えておくべき書物．『ポエ
ジーについて』 Surla poesieと題されたアフォリズム集がある (6)。これは，
その名が示すように．「ポエジー」をめぐるアフォリズムに特化して編纂さ
れたアンソロジーである。ただし，その中に読むことができるのは一般的に
詩論と呼ばれるものとはかけ離れている。
詩人には，探求の過程で．はるか先．彼の消滅の後になってようやく
待望される岸辺で座礁することがある。彼を取り囲む発育不全の連中の
敵意に対しては無頓着に，詩人は自身を組織し，自らの強すぎる力を静
め． 自らの言語表現を断片化し，飛翔の絶頂を捕らえる匹
詩人による断言は，論理的説明を私たち読者に与えてはくれない。「詩人」
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を取り巻く人々は彼を理解できずに，敵対関係が生じることもある (8)。彼の
言葉は，魅惑的であると同時に謎として提示される。
ひとりの詩人は，証拠ではなく， 自らの通過の痕跡を残さなくてはな
らない。ただ痕跡だけが夢を見させるのだ鸞
「詩人」が私たちに遺す言葉は，単にそこに込められた情報や意味，何ら
かの「証拠」を読み取るためにあるのではなく，「通過の痕跡」を示すため
にある。私たち読者の目の前には，いわば彼の歩んだ道とその足跡があり，
「詩人」の言葉を読むということは，私たち自身の足で彼の後を追い前進す
ることである。「詩人」は，私たち（大衆）よりも先んじている (JO)。彼にとっ
て，時に私たちは「発育不全」なのである。
ここで，本論ではクロノロジックな視点を重んじてはいないことを付記し
ておく。シャールをいかに論じるべきか，この問い自体に，文学を書く，あ
るいは読むということそのものをめぐる問題が顔をのぞかせている。「ただ
思想・文学・芸術は，そのときその場で直面したことにすぐに反対し，形成
されるものではない次元を持っている。むしろ「遅れて」後になってから生
きられることが本質的なのだ。いわば生き直すこと，ただしつねに別様に，
「新たに」生き直すことが，最も本質的なのである。［…］それゆえ思想・文
学・芸術は，その本質的な在りように応じて，クロノロジー（年譜，年代に
即した記述や理解）を溢れ出す部分を内包している」(11)。断片的な「言葉」
たちは，書かれた時代をその身に刻みながら，同時に常に未来へ，新たな関
係へと開かれている。「証拠の崩壊のたびに，詩人は未来の祝砲によって答
える」(12)。あるいは，「正統派を自認する者たちから逃れること。彼らの振
る舞いは残忍だ」(13)。これは，アフォリズム解釈においても重要な態度だろ
う。堅固な一体系を築くことを目的としてはならない。
しかし， シャールが彼の生きている時代状況を無視したということではも
ちろんない。シャールの書いたものからは，「詩人」が特権的存在であるこ
とが読み取れるが，別世界（＝詩）へとひきこもるような存在として読み取
ることはできない。彼は，戦時中，同郷の友人フランシス・キュレルに宛て
て次のように書いている (14)。
確かに，ポエムを書き，沈黙のインクで，私たちの耐え難い気分の激
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?発と嗚咽を描かなければならないが，すべてがそこでとどまっているペ
きではない。それでは，滑稽なほどに不十分だろう (15)0 
その後， シャールはレジスタンス活動に参加し，本来ならば決して望まな
いような自分，「正義と不寛容の怪物，ひきこもり単純化する者」(16)へと変
貌しなくてはならなかった。
?
シャールは戦後になって，自らにこう確認する。「お前は，本性において，
常に詩人であり，常にお前の愛の頂点にあり，常に真実と正義を渇望してい
る」(17)。これまでの人生，本意ではない状況に身を置いていた自らの過去を
振り返りながら，それでも「本性において，常に詩人」であったと書き記す。
シャール詩において，「詩人」はもはや紙の上に書かれる詩とだけ関わる者
ではない。
詩人の行動は，ポエジーの謎の結果でしかない(18)0 
「詩人」の抵抗活動も含め，彼の「行動」さえもポエジーの問題となる。
しかし，「謎」とはどういうことか。シャールと彼が書き遺したものは，た
だ単なる文学の一形式としての伝統的な詩に限定されるものではないという
ことは，すでに明らかだろう。「ランボーによって，ポエジーはひとつの文
学ジャンル，ひとつの競技であることをやめた」(19)と，シャールは書いた。
しかし，かといって，ポエジーとは何なのか，シャールにとっても明らかに
なってはいないのである。「しかし， もし私が私にとってランボーとは何者
であるか知っていたら，私は私の前にあるポエジーとは何なのかを知ってい
るだろう，そして私にはもはや書くべきことはないだろう…」(20)。シャール
にとってのランボーという存在の大きさを知ることができ，また彼にとって
ポエジーとは探求でもあると言うことができるだろう。この書き方は，ある
特定の状況のみに限定させることを拒否する。シャールという詩人だけでな
く，ランボーの詩を捨て去るという「行動」も念頭に置かれているように読
める。「ただポエジーという観点から， ランボーを考えなければならな
しヽ」'.21)。
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そうなると，「詩人」とはいかなる者か，という問いも必然的に生じる。
「詩人」の語がシャールのアフォリズムには頻繁に登場することから，シャー
ルにとっても重大な問題であったことは明らかだ。再び，「私たちは持って
いる」から引用し考察してみよう。
雷崩の混沌な中で，ふたつの石が跳ね返った瞬間に結婚し，空間の中，
裸で愛し合うことがありえた。ふたつの石を飲み込んだ雪は融け，水に
なり，その燃えるように熱い苔に驚咬した (22)。
「雪崩の混沌」をシャールが生きた時代の悲劇と解釈することもできるが，
特定の出来事に限定されないよう比喩的に書かれ，無数の解釈可能性に開か
れている。雪崩というもはや一個人ではどうにもならないような災害の中，
それに巻き込まれながらも，ふたつの石が奇跡的に跳び出し，「結婚し」，
「愛し合」った。「苔」の力について，すでにシャールはキュレル宛ての手紙
の中で書いていた。「とにかく， ソルグ川の最後の水車が回るのを見ろ。苔
の歌うような長さを測れ」(23)。確かなのは，混沌の中でも起こりえたカップ
ルの一瞬の結合（＝「結婚するふたつの石」）とそこから生じる生命力の発
現（＝「燃えるように熱い苔」）が描かれていることであり， これこそが，
詩の源泉だと言えるということである。戦時中に書かれたアフォリズム集
「形式的分割」の中で，すでにシャールはこう書いていた。
詩人は，投げ出す存在と引きとめる存在との生成である。彼は，愛す
る者から空白を借り，愛される者から光を借りる。この絶対的なカップ
ル，この二重の守護者が，彼に悲壮なほどに彼の声を与える (24)0 
愛によって結ばれた者たちこそ，詩の「守護者」である。彼らによって，
「詩人」は存在が可能となる。シャールを愛の詩人と呼ぶことは可能だが，
それは単に恋愛詩（私から，愛する女性であるあなたへの愛を歌う詩）を書
いたということを意味しない。ここに示されている「詩人」は，たとえば自
らの感情を吐露する叙情詩とは関係がない。彼の「声」は内なるものとして
すでにあったのではなく，外から与えられるものである。「詩人」は，その
誕生（＝「生成」）から複数的な存在としても提示されている。だから，本
論冒頭の引用の中にある「私たちの言葉」というのも不思議ではない。「詩
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人」から発せられる「言葉」は，詩の才能を持った一個人によって生まれる
言葉ではないのである。さらに，霊感（インスピレーション）の類とも異な
る。このカップルは神性を宿すような存在ではなく，愛し愛されるという人
間的次元にあるものだ。
次のアフォリズムも「私たちは持っている」からのものである。
人間は，確かに暗闇の最も狂った願いだった，それゆえに私たちは，
力強い太陽の下，謎に満ち，欲深く，そして狂っている (2S)0 
神話の中の一節のような書き方で，人間の不可解性．定義不可能性を表明
する。戦時中の作『イプノスの紙片』 Feuilletsd'Hypnosでも， シャールは
内容的にこれに近い言葉を記していた。「決して決定的には造形されていな
いので．人間は自らの反対の人間を隠匿している」（お）。西永良成がシャール
のアフォリズムについて語る際．この点を重視しているのは適切であるだろ
う。「シャールのアフォリズムは．たとえばラ・ロシュフコーらフランスの
古典的なモラリストたちの簸言とは決定的に異なる。後者が本質主義的な人
間性概念に基づき．人間の行動の限界と悲惨．人間性への幻滅を言い表すの
に反して．前者は逆に．人間の矛盾もしくは謎．そして潜在力に根拠を懺き．
人間性の未決定性と可塑性への期待を語る。私がシャールを「期待の詩人」
と見なすのもそれゆえである」(27). と西永は苔いている。「期待」という表
現が適切かは．現時点で決定しがたい。しかし．シャールの詩がただ絶望を
詠うだけでないことは確かである。
この砲口から，雪が降る。それは，私たちの頭の中の地獄だった。そ
れは同時に，私たちの指先の春だ。それは，新たに許された足取り，愛
の大地，生い茂る草だ（竺）。
前半と後半で大きく異なるイメージが描かれる。戦争＝死，冬，地獄から，
春愛再出発誕生へとイメージの転換を可能にするのは，「私たちの指J
つまり書くことによってである。ここでは，描くも含むと思われる。これは
「図書館は燃えている」冒頭のアフォリズムであるが，この作品は画家ジョ
ルジュ・プラックヘ捧げられているのだから。ゆえに，ここではポエジーよ
りもボイエーシスと言う方が適切だろうか。芸術創造は「頭の中の地獄」か
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ら脱することを可能にする。それは頭脳による狭い意味での知的活動ではな
く，より身体的な活動（「指」，「足取り」）であり，新たな生命の発現（「愛
の大地」，「生い茂る草」）へとつながっていく。
このポエジーヘの信頼は，言葉への信頼と重なっているように思われる。
冒頭の引用文を再び参照してみよう。「群島をなす，私たちの言葉は，苦痛
と災厄を経てのち，死の荒れ地から持ち帰ってくるイチゴの果実をあなたに
贈る，そして，それらの果実を探し求めて熱くなったその指も」。このアフォ
リズムでは，詩作という一種の作業，言葉への介入は語られることがない。
ただ，「言葉」だけが行き，そして「果実」を持って帰って来る。
神性の放棄というとてつもない断絶に吸い込まれ，人間の堰がぐらっ
いたとき，遠くにある言葉たち，消え去ることを望まない言葉たちは，
途方もない吸引力に抵抗しようとした。そのとき，彼らの意味の王朝が
決定された(29)0 
いわゆる「神の死」と解してもいいだろう。それによって生じた「断絶」
に抵抗し，「人間」を支えることができるのは，「言葉たち」しかいない。
?
62年の詩集『群島をなす言葉』は，タイトルの下に 1952-1960と執筆年
代が付されている。戦争でも多くの仲間を失ったシャールだが，この時期に
もまた多くの別れを経験しなければならなかった。『全集』の年譜に記され
ているだけでも， 51年，母， 52年，ポール・エリュアール，フランシスの
父ルイ・キュレル， 55年，ニコラ・ド・スタール， 60年，アルベール・カ
ミュ， ピエール・ルヴェルディ，パステルナーク， 62年， ジョルジュ・バ
タイユ。さらに 63年には，尊敬する画家ジョルジュ・プラックが亡くなっ
ている。
カミュの死から生まれた詩「ルールマランの永遠」 L'Eternitea Lour-
marinは，こう始まる。
私たちから離れてしまった存在もろとも，まっすぐな線も照らされた
道ももはやない。私たちの愛情は，どこで苦痛を和らげるのか？ 影ま
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た影， もし彼が近づいても，すぐに隠れてしまう。彼の顔が時折私たち
の顔の間近にやって来るが，冷徹な稲妻しか産み出さない。彼と私たち
の間に光を伸ばす日光は，どこにもない(30)。
シャールとカミュは南仏の自然や日の光と親しい。しかし，喪失感を強烈
に喚起するためにしか，ここでは登場しない。この文章の後に，こう続けら
れている。「一存在の一一ほとんど並外れた一ー全ての部分が一挙に解体さ
れてしまった」 (31)。「解体される」 disloqueはシャール詩における，ひとつ
のキーワードと考えることができる (32)。「ポエジーの解体するエネルギーの
ない現実，それが何なのか？」 (33)というアフォリズムがそれを裏付けるだろ
う。死ぬことを「解体」と表現するならば，ポエジーの持つ力に同様の力が
あることをどう理解すればいいのだろうか。
シャール詩においては，初期の段階から，殺すことと詩作することは結び
ついていた。「詩人はそのモデルを殺した」(34)。これまでの引用からも明ら
かなことだが，詩を書くということは，写実的創作とは一線を画する。詩の
次元に移すということは，たしかに現実に存在するモデルを「殺し」，生ま
れ変わらせることなのである。しかし，年を経るごとに，シャールの考察は
より深みを増し，複雑になっているように思われる。
私が死ぬとき，私を慰めること，それは，私がそのとき-解体され，
醜くなりー自分がポエムになるのを見るだろう，ということだ(35)0 
死ぬ瞬間に自らがポエムになるという思想は興味深い。確かに，最終的に
「詩人」は，実現されたポエム以外のどこにもいないのかもしれない。「解体」
に目を向けると，死は，それまで統合されているように見えていた一個人を
ばらばらに壊してしまう。なぜ，ように見えていた， と書くかといえば，
「外見に反して，ひとつの生を満たすためには，多くのトロッコを必要とす
る」(36)からだ。一人の人間の人生とは，決して単純なものではない。社会生
活の中で単純化しているにすぎないのである。シャールによれば，実は，人
間は複雑にして多様であり，自らも知りえないような変容可能性に満ちてい
る。「私は， 4月，果樹がそうであるように，自らの目的に不確かな人間を愛
する」(37)。
死をもたらすもののひとつは，時間の流れによる老化現象である。たとえ
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ばボードレールの時間観は理解しやすい。「—ーおお苦痛！ おお苦痛！
〈時間〉は生命を食らい，／そしてわれらの心臓をかじる隠密な〈敵〉は，
／われらの血を吸っては，大きく，強くなるばかり！」(38)というのは，韻文
詩「敵」の最後の一節である。注には，「神話的絵画で〈時間〉はしばしば
大鎌をもち翼の生えた老人として表象される」(39)とある。時間の経過により，
ひとは老い衰え死んでいくので，この時間観はいたって自然なものと思える。
しかし，シャールの「私たちは持っている」を見ると，次のようなアフォ
リズムがある。
彼らの心を無罪にする彼らの呪いよりも強い一つの神秘，彼らは「時
間」の中に一本の木を植え，その根元で眠った，「時間」は優しく愛す
る者になった(40)。
「彼ら」についてどう考えればいいのか一切が不明であるが，まるで神話
のような語られ方で，私たちの時間観に一石を投じようとしている。「時間」
と「木」が結びつき，経過する時間と成長する木が一体となっているという
ことか。「優しく愛する者」となった「時間」に， もはやボードレールの詩
に表象されるような，おぞましい「時間＝老人」の面影はない。
主である「時間」よ！ 狂える草よ！ 力強い歩行者たちよ!(41) 
「時間」の進行は，無秩序に生い茂る草のイメージと力に満ち溢れる歩行
者のイメージを呼ぶ。「主である時間」，確かに人間には時間の流れにあらが
う力はない。しかし，ここでも，人間への脅威として描かれているようには
見えない。「「時間」は分かれ，流れ去るだろう， しかし私たちのためになる
ように，半分は果樹園，半分は砂漠」(42)。「時間」は，実り（「果樹園」）と，
同時に風化（「砂漠」）をもたらす。この「時間」への信頼は， シャール詩を
考えるうえで重要なポイントになるだろう。
?
シャールにおける断片の問題は，ただ単に作品が断片的であるという点に
とどまらない。それは，世界観にも人間観にもおよぶ。死すぺき者としての
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人間は，いつか死によって解体されるという，断片性をはらんでいる。それ
は，同時に人間の未知の可能性をはらんでもいる。また，断片は，群島を形
成し，視点を変え，あるいは構成し直すことで，新たな姿を見せることを可
能にする。
しかし，「断片」や「解体」というキーワードだけでは解決できない何か
が，シャールの詩にはある。本論で見た限りでは，シャール独自の「時間」
観，言葉の持つ力ヘの洞察，そしてポエジーである。
ポエジーの中心で，ひとりの反対者が君を待っている。それは，君の
至高者だ。正々堂々，彼と戦いなさい(43)0 
ポエジーは戦いの場ともなる。いわば弁証法的構造を持っている。私たち
読者は，自らの「反対者＝至高者」に真剣勝負を挑むことで，ポエジーを通
じて再生するのである。
〈注）
(1) シャールは，まず小規模の詩集として出版し，その後それらの先行する詩作
品をまとめた総合詩集を出版するという方法を頻繁にとっている。『群島をな
す言葉』は，総合詩集に当たる。詩集の編纂について詳細に論じると煩瑣にな
るため，本論では最小限にとどめた。
(2) 「私たちは持っている」はまず 1958年に雑誌上で発表され，詩画集としての
出版後，『群島をなす言葉』の「離れる」 Quitterと題された章に収録された。
表記については，本論では一詩作品として扱うこととする。シャール作品の引
用は， ReneCHAR, CEuvres comp/払tes,Bibliotheque de la Pleiade, Editions 
Gallimard, 1995 (以後 OCと略記する。仏語文献の日本語訳は拙訳を用いる。）
に基づく。なお，「私たちは持っている」は，全部で 13のアフォリズムから成
り， ocでは，星印によって， 3つのパートに分けられている。
(3) oc, p. 409 : 《Notreparole, en archipel, vous offre, apres la douleur et le 
desastre, des fraises qu'elle rapporte des landes de la mort, ainsi que ses 
doigts chauds de les avoir cherchees.》
(4) 『ボードレール全集IV』阿部良雄訳，筑摩書房， 1987年， p.7. なお，［］は
筆者による注を表す。
(5) oc, pp. 1327-1339. 
(6) 「ポエジーについて』は，初版 1958年，増補版 1974年。フランス語では，
「ポエジー 」 poesieと「ポエム」 poemeの間には厳密な区別がある。日本語
で訳し分けるならば，前者を「詩」，後者を「詩篇，詩作品」としておくのが，
ひとまず適切ではあるだろう。本論では，この二語の違いをそれほど気にする
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必要がない場合は単に「詩」という言葉を用いているが．翻訳の際など厳密な
区別が必要な場合には「ポエジー」．「ポエム」というカタカナ語を用いた。ま
た，引用に際しては，「ポエジーについてJ収録のアフォリズムであっても，
それらが元々収録されていた作品から引用することとし．引用元のページ数も
それに従う。『ポエジーについて』は， ocでは pp.1298-1303. 
(7) oc, p. 71 : 《Iadvient au poete d'echouer au cours de ses recherches sur 
un rivage ou i n'etait attendu que beaucoup plus tard, apres son 
aneantissement. Insensible a l'hostilite de son entourage arriere le poete 
s'organise, abat sa vigueur, morcelle le terme, agrafe les sommets des 
ailes.》,1936年初版のアフォリズム集「ムーラン・プルミェ1Moulin premier 
所収。この本は, 1945年に詩集『打ち手なき槌JLe Marteau sans maitre (34 
年初版）と合わさる。
(8) 特にテクストにおける「詩人」を問題にする場合，「詩人」と括弧つきで表
現する。
(9) OC, p. 382 : 《Unpoete doit laisser des traces de son passage, non des 
preuves. Seules les traces font rever.》,1957年初版の『図書館は燃えてい
る． と他のポエムjLa biblioth勾ueest en feu et autres poemes所収の「庭の
中の仲間たち」 lesCompagnons dans le jardinより引用。この詩集は，後に
『群島をなす言葉Jに入る。
(IO) ここで「先んじる」と表現したが．筆者が念頭に置いているフランス語表現
en avantは．様々な訳語が考えられ，またシャールにとってキーワードの一
つであるのは間違いない。ここにはランボーの影響があるだろう。
(11) 湯浅博雄 rバタイユ 消尽J講談社（学術文庫）, 2006年'p.4. 
(12) OC, p.167: ≪A chaque effondrement des preuves le poete repond par 
une salve d'avenir.》,1945年の詩集『ただ留まるのは』 Seulsdemeurent所
収のアフォリズム集「形式的分割」 Partageformelより引用。
(13) oc, p. 755: 《Echapperaux orthodoxies. Leur conduite est atroce. ≫, 1951 
年初版の「引き攣った平穏にJAunes釘命湿crispee所収のアフォリズムの
一部。
(14) 「フランシス・キュレルヘの手紙」は，散文集成「基底と頂上の探求jに収
録されており，私的杏簡の域を超えている。『基底と頂上の探求1は, 1955年
初版．その後．改訂増補版が65年, 71年に出版。
(15) oc. p. 632: 《Certes,i faut ecrire des poemes, tracer avec de l'encre 
silencieuse la fureur et les sanglots de notre humeur mortelle, mais tout ne 
doit pas se borner la. Ce serait derisoirement insuffisant.》.「フランシス・
キュレルヘの手紙」 Billetsa Francis Cure! の 1941年の手紙より引用。
(16) OC, p. 633: 《un monstre de justice et d'intolerance, un s1mplificateur 
claquemure≫, 「フランシス・キュレルヘの手紙」の 1943年の手紙より引用。
(17) oc, p. 264: 《Tu es dans ton essence constamment poete, constamment 
au zenith de ton amour, constamment avide de verite et de justice.》， 1947
年出版の詩集『破砕されたポエム』 LePo如zepulverぉ¢所収の「蛇の健康を
祝して」 Ala sante du serpentのアフォリズムX番の冒頭の一文。
(18) oc, p. 753: 《Lesactions du poete ne sont que la consequence des 
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enigmes de la poesie. ≫, 「引き攣った平租に」所収のアフォリズム。
(19) oc, p. 731: 《AvecRimbaud la poesie a cesse d'etre un genre litteraire, 
une competition.》，シャールによるランボー論「アルチュール・ランポー」
Arthur Rimbaudの中の一文。執第は 1958年。
(20) OC, p. 732: ≪ ~1ais si je savais ce qu'est Rimbaud pour moi, je saurais ce 
qu'est la poesie devant moi, et je n'aurais plus a l'ecrire .. ≫, 「アルチュー
ル・ランボー」より引用。
(21) OC, p. 730: ≪II taut considerer Rimbaud dans la seule perspective de la 
poesie. ≫. 「アルチュール・ランボーjより引用。
(22) oc, p. 409: 《Dansle chaos d'une avalanche, deux pierres s'epousant au 
bond purent s'aimer nues dans l'espace. L'eau de neige qui les engloutit 
s'etonna de leur mousse ardente. ≫ 
(23) oc, p. 632: 《Regarde,en attendant, tourner les dernieres roues sur la 
Sorgue. Mesure la longueur chantante de leur mousse.》,「フランシス・
キュレルヘの手紙」 1941年の手紙より引用。
(24) OC, p. 166: 《Lepoete est la genese d'un etre qui projette et d'un etre qui 
retient. A l'amant il emprunte le vide, a la bien-aimee, la lumiere. Ce 
couple formel, cette double sentinelle lui donnent pathetiquement sa 
voix.》，「形式的分割」からの引用。
(25) OC, p. 410: 《L'hommefut surement le vceu le plus fou des tenebres; 
c'est pourquoi nous sommes tenebreux, envieux et fous sous le puissant 
soleil.》
(26) OC, p. 188: 《N'etantjamais definitivement modele, l'homme est receleur 
de son contraire.》.『イプノスの紙片』 55番の冒頭の一文。「イプノスの紙片J
は， 1946年に出版された， レジスタンス時代のノートを甚にした断片的言葉
の集成である。後に，詩集「激情と神秘Jに収録される。
(27) 『ルネ・シャールの言葉」西永良成編訳，平凡社， 2007年， pp.118-119.た
だし，誤植と思われる箇所を訂正した。
(28) oc, p. 377: 《Parla bouche de ce canon il neige. C'etait J'enfer dans notre 
tete. Au meme moment c'est le printemps au bout de nos doigts. C'est la 
foulee de nouveau permise, la tcrrc en amour. !es herbes exuberantes.》
(29) OC, p. 255: 《Quands'ebranla le barrage de l'homme, aspire par la faille 
geante de !'abandon du divin, des mots dans le lointain, des mots qui ne 
voulaient pas se perdre, tenterent de resister a l'exorbitante poussee. La 
se decida la dynastie de leur sens. ≫. 『破砕されたポエム』所収の詩作品
「境界」 Seuilの前半第一段落。
(30) OC, p. 412: 《In'y a pas de ligne droite ni de route eclairee avec un etre 
qui nous a quittes. Ou s'etourdit notre affection? Cerne apres cerne, s'il 
approche c'est pour aussit6t s'enfouir. Son visage parfois vient s'appli-
quer contre le n6tre, ne produisant qu'un eclair glace. Le jour qui 
allongeait le bonheur entre Jui et nous n'est nulle part.≫, 「群島をなす言
葉」の「離れる」の中の一篇。
(31) Ibid., 《Toutesles parties -presque excessivcs -d'une presence sc sont 
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d'un coup disloquees.》
(32) 「解体ーという訳語をここでは採用したが, disloqueをとう訳し解釈するか
は，今後の課題となるだろう。
(33) oc, p. 399: 《Larealite sans J'energie disloquante de la poesie, qu'est-
ce? ≫,『群島をなす言葉」所収の「風より高く」 Au-dessusdu ventと題され
た章の中の「一人のプロメテウス，ユキノシタのために」 Pourun Promethee 
saxifrage冒頭の一文。
(34) OC,p.19: 《Lepoete a tue son modele.》,1930年初版の「アルティーヌ」
の末尾の一文。この散文詩は後に，『打ち手なき槌』に収録される。
(35) OC, p. 383: 《Cequi me console, lorsque je serai mort, c'est que je serai 
la -disloque, hideux -pour me voir poeme. ≫,『引き攣った平穏に』所収。
(36) OC, p. 752: 《Ifaut, malgre J'apparence, beaucoup de wagonnets pour 
remplir une vie.》，同上。
(37) OC, p. 757: 《J'aimeJ'homme incertain de ses fins comme !'est, en avril, 
J'arbre fruitier.》，同上。
(38) 『ボードレール全集 I』阿部良雄訳，筑摩苔房， 1983年， p.32. 
(39) 同上， p.483. 
(40) OC, p. 410: 《Unmystere plus fort que leur malediction innocentant leur 
cceur, ils planterent un arbre dans le Temps, s'endormirent au pied, et le 
temps se fit aimant.》
(41) OC, p. 759: 《SeigneurTemps! Foiles herbes ! Marcheurs puissants !》，
『引き翠った平程に」所収。
(42) OC, p. 730: 《leTemps se partagera, s'ecoulera, mais a notre profit, 
m01tie verger, m01tie desert.》,「アルチュール・ランポーーからの引用。
(43) oc. p. 754: 《Aucentre de la poesie, un contradicteur t'attend. C'est ton 
souverain. Lutte loyalement contre lui.》,「引き攣った平穏に』所収。
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